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手順書: [リスクマネジメント]
1. 要約
1.1. 当社は、神戸電気部品全体のリスクと機会を管理するために本手順を確立し、実施し、維持している。
1.2. 本手順に対する責任と権限は、様々な部門に拡大されれ、本手順で定められている。
1.3. 注意事項：本手順は、神戸電気部品によって特別に開発された重要な用語に関する定義を採用し、当社のマネジメントシステムの固有の要求事項での使用に適していると決めている。神戸電気部品が使用するには不適切であると判断した現行のISOの定義は使用されていない。
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3. 定義
3.1. リスク: 不確実さの負の影響。
3.2. 機会: 不確実さの正の影響。
3.3. リスク評価: 可能性と結果の重大度の配分と組み合わせて、潜在的なリスクの体系的調査及び分析。高いリスクの緩和策の優先順位を決めるためにリスクを評価するために利用される。
3.4. リスク緩和策: すべての既知、または発生の可能性があるリスクに対処し、その発生を防止する目的で開発された何らかの計画
4. 手順: 一般
4.1.  神戸電気部品は、リスクと機会を別もので違うものとして考慮し管理する。
4.2. リスクは、その発生可能性を減少させ、それらが発生した場合の影響を最小限に抑えることに重点を置いて管理されている。
4.3. 機会は、機会の見込みや可能性を高めるために、また、機会があるときには、それらの恩恵を最大にするように管理される。
4.4. リスクと機会が重複する場合には、手元にある状況を熟慮し確認することが最もよく適切な管理手段である。
5. 手順: リスク管理
5.1. リスクは、種々のプロセスの実行時に存在すると考えられる。
5.2. 個々のプロセスは、プロセス特定文書によってその詳細が規定される。この文書には、特定されたプロセスに関連した重大なリスクに対する識別と緩和策が含まれる。神戸電気部品は、これらのリスクを検討し、それらを最小限に抑えるアクションを討議・決定する。
5.3. リスク評価のための方法には種々異なるが、検討中のリスクを明確にする手段があり、さらにリスク評価の結果が記述できることがを含められる必要がある。
5.4. 精密な手法には、 FMEA (failure mode effects analysis)、SWOT (strength, weakness, opportunity and threat) 、あるいはその他のツールが含まれる。すべてのリスク評価に利用できる単一の手法はない；選択されたツールは、特定のリスク分析に適用可能な最良のツールであることが望まれる。
5.5. ISO 31010には、リスクツールの選択をどうすれば良いかのガイダンスが含まれている。
6. 手順: 機会の管理
6.1. 企画部や販売部のプロセスの一部として、神戸電気部品は、財政的実行可能性と市場での地位を高めるであろう機会を模索しなければならない。例えば：
· 新規契約の獲得
· 新規市場への参画機会の獲得
· 神戸電気部品によってサービスを提供することができる新たな業界の明らかにすること。
· 神戸電気部品の能力の範囲内にある新製品の開発
· 効率を改善し、コストを削減するために既存のプロセスを合理化すること。
6.2. さらに、神戸電気部品のすべてのプロセスを通じて、是正処置システムおよび内部監査プロセスは、改善のために可能な機会を特定するために利用されるべきである。
6.3. 機会を検討し分析することは、トップ経営者によって行われなければならない。もしもマネジメントレビュー活動の一部として行われるならば、マネジメントレビュー議事録に記録されねばならない。
6.4. 機会を見つけるためにリスク評価が必要ならば、上記された手順にしたがって実施されなければならない。
6.5. いかなる機会の分析であれ、一般的には、以下のいずれかの可能性が決定される：
· 機会の追求
· 進捗させる前に、より詳細に機会を探求する
· 機会を許容するが、限定され、制御された条件下での受け入れ
· 高いリスクが期待されることに基づいて機会をいつものように拒否する
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